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《教育委員会》 
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《企画政策部》 
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会議次第 

 

１ 開会 

２ 議事 

（１）「市の歌」制作者の選定について 

（２）「市の花」「市の木」募集チラシ最終校正について 

（３）「市の花と木と歌制定委員会」会議記録の公開について 

３ その他 

４ 閉会 

 

配布資料 ①「市の歌」検討結果報告書 

 ※制作候補者が作曲した音楽（委員に聞いていただくための音源） 

②「市の花」「市の木」候補募集要項・募集チラシ 

③「市の花と木と歌制定委員会」第１回、第２回会議録 

 

決定事項 ①「市の歌検討委員会」における検討結果及び提案に基づき、作詞を梅田俊作さ

んに依頼することを決定。また、作曲については、第１候補を杉本竜一さん、

第２候補を橋本祥路さん、第３候補を黒澤吉徳さんとして、制作を依頼するこ

とを決定。 

②「市の花」「市の木」募集チラシの内容について決定。 

③「市の花と木と歌制定委員会」会議記録の公開について決定。 

 

会議記録作成者 企画政策部企画推進課 主任 山下 琢 

 



 

 

会議中の主な発言要旨 

項  目 主な意見 

１ 板垣委員長 

  開会あいさつ 

 

 

 

 

２ 議事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

師走のお忙しい中をお集まりいただきありがとうございます。本日は、「市の

歌」制作者の選定、「市の花」「市の木」募集チラシの最終校正を主な議題とさ

せていただいております。委員の皆様に忌憚のないご意見を出していただき、

実りある協議としたいと考えておりますので、ご協力をお願いします。 

 

 

■「市の歌」制作者の選定に関する主な質疑応答 

資料①に基づき、市の歌検討委員会の久保幸司検討委員長による検討結果及

び提案についての説明及び質疑応答。 

 

Ｑ．これまでの制定委員会でも出た意見だが、京丹後市の厳しい財政状況を考

えると、作曲は仕方ないとしても、作詞は地元の人材を活用した方がよいの

ではないかと思う。また、市の歌完成後に市民からそういった声も出ること

が考えられるがどうか？ 

Ａ．市の歌検討委員会でもその意見はあり、その点に関しての検討も行ったが、

市長の意向を踏まえ今回の提案となった。 

Ｑ．作曲者は３名の提案だが、作詞者の提案が梅田俊作さんお一人だけという

のは、市の歌検討委員会においてもその意向が強かったということか？ 

Ａ．検討委員会では、梅田俊作さん以外の丹後にゆかりがある作詞家数名の名

前も出たが、最終的には梅田俊作さんが最もふさわしい人物だろいうという

ことで全員が一致した。なお、梅田俊作さんのご親戚を通じて「市の歌の作

詞」について打診したところ、「依頼があれば喜んで引き受ける」とのご回答

をいただいている。 

その他 

○梅田俊作さんの絵本を見ると、故郷である丹後を愛しておられることが読み

取れる。地元の人材も活用も大切なことだが、故郷を想って作詞をしていた

だける梅田俊作さんに作詞を依頼できることは素晴らしいことだと思う。 

○検討委員会では、「市の歌」以外にも「市民愛唱歌」を市民参加で作れるよう

な環境の整備も必要との結果報告を残している。 

○作曲者には、「京丹後市 市制５周年記念式典」での発表までの歌唱指導や、

式典当日の合唱指揮もお願いしたいと考えている。 

 

 

 

■「市の花」「市の木」募集チラシに関する主な意見 

○募集チラシ（案）の文章中の「郷土愛の高揚」「一体感の醸成」といった表現

は、子どもには分からないので、子どもからお年寄りまで、読みやすく、ま

た、応募してもらいやすい募集文章に訂正する必要がある。 

○「京丹後市の花」「京丹後市の木」という表現が多く、京丹後という文字がし

つこい感じがする。「市の花」「市の木」あるいは「花」「木」とした方が好ま

しいと感じる。 

○広報きょうたんご１２月号で「市の花と木と歌制定委員会」及び「市の花と

木検討委員会」の設立に関する記事が出ており、その「市の花と木検討委員



 

 

 

 

 

 

 

 

 

安井副委員長 

  閉会あいさつ 

 

会」に関する記述も必要だと感じる。 

○応募する側には「市の花と木と歌制定委員会」「市の花と木検討委員会」の情

報はあまり意味がないことだと思う。 

○募集チラシはより多くの人に見てもらえるよう、京丹後おしらせ版等、同日

に配布される文書と違う色にする必要がある。 

○個人情報の取り扱いに関する記述は、市が発行する募集チラシには記述しな

くてもよいと思う。 

 

 「市の歌」の制作者を決定し、完成した曲を聴かせていただける日が楽しみ

です。また、「市の花」「市の木」の公募についても詳細が決まりました。たく

さんの応募があることを期待したいと思います。 

 本日は、お疲れさまでした。 

 

 

 


